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いよいよ雪の季節を迎えます。雪による事故を防ぐため皆さんの力が必要です。

チ　カ　ラ

冬
季
に
多
発
す
る
事
故
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
冬
と
言
え
ば
雪
！
十
日
町
市
と
津
南
町
は
日
本
有
数
の
豪
雪

地
域
。
こ
の
豪
雪
地
域
に
は
特
有
の
事
故
が
あ
り
ま
す
。
雪
お

ろ
し
時
の
転
落
事
故
、
除
雪
機
に
よ
る
事
故
、
流
雪
溝
へ
の
転

落
、
ま
た
ス
キ
ー
な
ど
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
の
事
故
、

そ
の
ほ
か
に
も
灯
油
の
流
出
な
ど
、
豪
雪
地
域
な
ら
で
は
の
危

険
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
う
い
っ
た
危
険
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
予
防

策
を
紹
介
し
ま
す
。

大
雪
の
日
に
火
災
が
…
最
悪
の
状
況
を
考
え
る
…

　

住
宅
火
災
が
発
生
！
煙
は
階
段
を
の
ぼ
り
就
寝
中
の
家
人
に

容
赦
な
く
迫
る
。
焦
げ
た
臭
い
と
熱
気
に
よ
り
火
災
に
気
付
い

た
家
人
は
、
玄
関
へ
つ
な
が
る
廊
下
へ
飛
び
出
す
。
し
か
し
、

煙
が
充
満
し
動
け
な
い
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
な
く
火
災

に
気
付
く
の
が
遅
れ
た
の
だ
。
玄
関
へ
行
く
の
を
あ
き
ら
め
、

裏
の
勝
手
口
に
死
に
物
狂
い
で
た
ど
り
着
く
。
扉
を
開
け
出
よ

う
と
す
る
が
無
情
に
も
開
か
な
い
！
昨
日
の
雪
お
ろ
し
の
雪
が

邪
魔
を
し
て
い
る
。
家
人
は
絶
望
の
中
動
け
な
く
な
っ
た
…

　

そ
の
頃
、
近
所
の
人
が
異
変
に
気
付
き
１
１
９
番
通
報
す
る
。

消
防
車
出
動
！
し
か
し
積
雪
に
よ
り
道
路
状
況
が
悪
化
し
、

思
う
よ
う
に
進
行
で
き
な
い
！
や
っ
と
の
思
い
で
現
場
に
た
ど

り
着
き
、
ホ
ー
ス
を
延
長
し
放
水
態
勢
に
入
る
が
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
水
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
。
消
火
栓
・
防
火
水
槽
に

雪
が
積
も
り
、
消
火
に
必
要
な
水
を
す
ぐ
に
取
水
で
き
な
い

状
況
で
あ
っ
た
…
無
情
に
も
火
災
は
炎
上
拡
大
し
て
い
く
…

　
こ
の
よ
う
に
、
雪
は
災
害
時
大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。

積
雪
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
初
期
消
火
や
通
報
な
ど
の
初
動

対
応
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
力
の
必
要
性

　
自
治
会
や
消
防
団
は
、
災
害
発
生
初
期
の
連
絡
体
勢
や
初
期

消
火
な
ど
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
災
害
予
防

と
い
う
面
で
も
そ
の
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
普
及
で
は
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
中
核
で
あ
る
自
治
会
や
消
防
団
は
、

特
に
昨
今
の
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
力
強
い
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
常
備
消
防
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
に
防
災
力
は
高
ま
り
ま
す
。

　
降
雪
期
を
迎
え
冬
特
有
の
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
身
近
に

起
こ
り
う
る
事
故
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
す
る
た

め
に
は
地
域
と
消
防
の
連
携
が
不
可
欠
な
の
で
す
。　

　

地
域
と
消
防
が
連
携
し

　
　
　
　

地
域
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う　
　

　地域の安心・安全を守る
予防課 査察指導係

住宅用火災警報器の
　　全世帯設置まで『あと半年！』

住宅用火災警報器に関する問い合わせ：予防課 査察指導係 025-757-1557（内線 262）

どこに設置したらいいの？住宅用火災警報器 !

むずかしく考えないで！
　　　　　　　基本は 寝室と階段 に設置です。地域×消防

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら

全
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

火
事
な
ん
て
自
分
に
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
そ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
大
切
な
家
族
や

あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す
。

予防課 予防係
火災のときのため２方向に
　避難できるよう除雪しましょう

火災・消防用設備等に関する問い合わせ：予防課 予防係 025-757-1557（内線 263）

　建物火災の出火原因の上位は、コンロ、ストーブ、
たばこによるものです。
　そこで！３つの約束をお願いします。

１　コンロを使用するときは、絶対に離れないでください。
　　離れるときは、コンロの火を消しましょう。

２　ストーブの上で洗濯物を干さないようにしましょう。

３　寝たばこは絶対やめましょう。

                    

雪
お
ろ
し
な
ど
で
、
家
屋
は
長
期
間

             

雪
に
埋
も
れ
ま
す
。
そ
の
雪
は
、
火
災

時
に
大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
配
管
な
ど
を
破
損
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

雪
お
ろ
し
を
し
た
後
は
、
家
の
周
り
を
確
認
し
、

避
難
口
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

屋根から転落！滑って転んだ！
　　　　　むやみに動かさないで！

　高いところから落ちて首や背中が痛い！出血した！
その時は…

１　首を動かさないようにしてください。特に首には
　　手足を動かす大切な神経が通っています。

２　出血がある場合は、きれいなタオルやガーゼで
　　出血部分を強く押さえて止血をしましょう。

３　冬は特に保温が大切です。ケガをしたときは毛布
　　や布団などでしっかりと保温をしましょう。

　

除
雪
中
は
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
危
険
が
多
く
あ

り
ま
す
。
昨
年
度
、
雪
に
関
す
る
事
故
は
39
件
発

生
し
ま
し
た
。
雪
お
ろ
し
時
の
屋
根
か
ら
の
転
落

や
除
雪
機
に
手
を
挟
ま
れ
る
と
い
っ
た
事
故
が
多

く
発
生
し
ま
し
た
。
無
理
を
せ
ず
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
行
う
と
共
に
、
家
族
に
作
業
す
る
こ
と
を
告

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

警防課 救急係

冬期間、川や流雪溝への転落を
　　　　地域の力で防ぎましょう

　冬季間の川や流雪溝は、流れが速く水温も低いため
転落すると、即、命にかかわります。
この危険を回避するため次のことに気をつけましょう。

１　地域の危険個所を把握しましょう。

２　川に雪が積もると中が空洞になります。
　　近くで子どもを遊ばせないでください。

３　流雪溝の蓋を開けるときは、転落しないような
　　措置を講じてください。　　　　　　　　　
　　　

　

除
雪
の
た
め
「
流
雪
溝
」
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
雪
を
排
雪
す
る
た
め
に
は
便
利
な
半
面
、
転

落
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
河
川
な
ど
は
、

雪
に
覆
わ
れ
る
こ
と
で
気
が
付
か
ず
に
転
落
し
て

し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

消防署 防災救助係

消防署 防災救助係 025-757-0119（内線 241）

消防水利 ( 消火栓・防火水槽 ) の
　　　　　除雪にご協力願います

降雪時、消防署、消防団では全力を挙げて
　　　　　消防水利の除雪作業を行っています。
降雪直後などは除雪が間に合わないことがあります。
　
　火災が発生した場合、消火栓や防火水槽などが雪に埋
まっていては迅速な消火活動ができません。このため、
皆さんのお近くの消火栓や防火水槽の除雪にご協力をお
願いします。

　

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
車
は
消
火
栓
・

防
火
水
槽
か
ら
吸
水
し
放
水
し
ま
す
。
街
の
あ
ち

こ
ち
に
左
の
写
真
の
よ
う
な
看
板
が
あ
る
の
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

十
日
町
市
と
津
南
町
に
は
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽

な
ど
が
約
２
，
０
０
０
基
あ
り
ま
す
。

警防課 警防係

消火栓・防火水槽に関する問い合わせ：警防課警防係 025-757-1558（内線 233）

灯油小出し中の合言葉
　 『給油中、じっとガマンの２分間』

油流出を防ぐためのポイント！
１　その場を離れない。目を離さない。

２　バルブを閉めたか確認。

３　屋根からの落雪や除雪時の配管破損に注意　
　しましょう。

　

毎
年
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら

の
灯
油
流
出
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
石
油
類
の

流
出
は
、
火
災
危
険
、
河
川
の
環
境
悪
化
な
ど
に
つ

な
が
り
、
回
収
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

危険物に関する問い合わせ：予防課 危険物係 025-757-1557（内線 261）

救急・普通救命講習会に関する問い合わせ：警防課救急係 025-757-1558（内線 232）

十日町地域専用 住警器診断 QR コード
　十日町地域消防本部では、携帯電話で手軽に行
える「住警器診断」を作成しました。
「自分の家には何個？どこに？」といった、疑問を
解決できる画期的な方法です。この地方独特の【高
床３階式】にも対応したこの「住警器診断」を是
非ご利用しください。

予防課 危険物係

松
代
方
面
隊
分
団
長 

小
野
島 

友
美
（
松
代
・

36
歳 

）

　

消
火
活
動
な
ど
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
人
や
地
域
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

松
代
区
長 

中
村 

昭
次
（
松
代
・
73
歳 

）

　

今
後
も
自
治
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み

で
環
境
づ
く
り
と
家
庭
の
防
火
・
防
災
行
動
力
を
高

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部 

関
谷 

正
利
（
松
代
・
56
歳 

）

　

希
望
に
よ
り
住
宅
防
火
、
住
宅
火
災
警
報
器
の

説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
数
、
時
間
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

 

ま
ず
は
予
防
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
写
真
中
央

写
真
左

写
真
右

松代地区 住宅用火災警報器 説明会にて



  　　消防だより火の用心　　  

　
先
代
車
両
は
昭
和
56
年
に
配
備
さ
れ
、
29
年
間
に
わ
た
り

火
災
、
自
然
災
害
、
防
火
広
報
な
ど
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
土
市
消
防
団
の
「
第
11
回
全
国
消

防
操
法
大
会
出
場
」
で
す
。
今
回
は
、
当
時
部
長
だ
っ
た
、
上

村
朋
也
さ
ん
（
土
市
・
58
歳
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

― 

全
国
大
会
出
場

　「
同
僚
団
員
の
協
力
＝
選
手
の
訓
練
専
念
」

こ
の
一
言
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
旧
16
分
団

内
の
各
班
か
ら
ホ
ー
ス
巻
き
に
来
て
く
れ
、

分
団
全
体
で
選
手
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
勤
務
先
と

地
域
の
協
力
で
し
た
。
当
時
は
「
仕
事
と
消

防
団
活
動
は
全
く
の
別
物
、
仕
事
が
一
番
優

先
」
と
い
う
社
会
情
勢
の
中
で
、
選
手
が
仕

事
と
ポ
ン
プ
操
法
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
、

当
時
の
分
団
長
（
上
村
久
夫
元
団
長
）
に
お

願
い
し
、
消
防
本
部
か
ら
選
手
の
各
勤
務
先

に
協
力
依
頼
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
選
手
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
ね
。
ま

た
、
土
市
は
大
火
の
経
験
が
あ
り
、
地
区
住

民
の
消
防
に
対
す
る
意
識
も
高
く
、
地
域
全

体
で
協
力
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。
全
国
大
会
で
は
上
位
入
賞
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
達
成
感
は
非
常
に
強
か
っ

た
で
す
。
当
時
、
訓
練
の
た
め
に
そ
ろ
え
て

― 

当
時
を
振
り
返
っ
て

　
当
時
の
消
防
長
、
署
長
か
ら
「
来
年
十
日

町
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
で
優
勝
し
て
絶

対
に
全
国
大
会
に
出
場
し
な
き
ゃ
い
け
な
い

ぞ
」
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
た
中
で

の
県
大
会
優
勝
で
し
た
。
う
れ
し
い
半
面
、

不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

買
っ
た
ジ
ャ
ー
ジ
は
今
も
大
切
に
と
っ
て
あ
り

ま
す
。

― 

今
後
期
待
す
る
こ
と
は

　
全
国
大
会
出
場
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
常
に

高
い
目
標
を
持
っ
て
日
頃
の
訓
練
に
励
ん
で
ほ

し
い
。
私
は
団
員
時
代
、「
予
防
広
報
」
が
一

番
と
考
え
、
力
を
い
れ
て
い
た
の
で
、
今
後
も

続
け
て
も
ら
い
た
い
。

　
今
ま
で
の
土
市
自
動
車
部
の
伝
統
・
歴
史
を

守
り
、
今
後
は
も
っ
と
活
躍
し
て
、
地
域
の
た

め
に
結
束
を
強
固
に
し
て
ほ
し
い
。

と
、
熱
い
想
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

十日町方面隊第 13分団（土市）消防ポンプ自動車更新

　平成 21 年度、本部分団では、防
火幕班から多目的災害対応班に移行
したことに伴い、より充実した救助
資機材の装備が急務でした。
　新車両は、各種大規模災害など多
目的に活用できる「防災活動車」と
し、今後の活躍が期待されます。

走行安定性の良い低床型
シャーシに加え、４ＷＤ、
ＡＢＳ付きで雪道にも強
く、救助資機材、ＡＥＤ
のほか管内では初搭載の
Ｂ‐２級小型動力ポンプ
を積載装備する。

歴
史
と
伝
統
を
継
承

藤 田 久 吉
現分団長

×上 村 朋 也
元自動車部部長

さん さん

更新

救助資機材搭載型車両を消防団に導入　  総務省消防庁から貸与　　
十日町市消防団十日町方面隊
本部分団 多目的災害対応班 ( 稲荷町 )

大規模災害対応
防災活動車

　
　
　
藤
田
久
吉
分
団
長
（
談
）

　
自
動
車
が
更
新
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
消
防

団
員
一
丸
と
な
っ
て
心
新
た
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ポ
ン
プ
操
法
だ
け
で
な
く
各
種
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
訓
練
し
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
土
市
自
動
車
部
を

継
続
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



  　　　消防だより火の用心

▼

▼

 　平成 22 年度十日町市総合防災訓練を実施

今後の防災、減災のために

秋の火災予防運動中
中条保育園児が火災予防ＰＲ

　11 月９日（火）、中条保育園（渡邊百合子園長）の
年長児 16 人が十日町市内の大型ショッピングセンタ
ーで、火災予防と住宅用火災警報器の早期設置を呼び
かけました。
　この日は、消防職員と消防団員とともに、来店した
人たちに「火の用心をお願いしまーす！」と呼びかけ、
住宅用火災警報器ＰＲポケットティッシュと絆創膏を
配布しました。
　　

　火の用心を
　　お願いしまーす！

▼倒壊家屋から十日町病院医師と連携しケガ人を救出

訓練を見学する地域のみなさん

Fire Topics

　
「
サ
イ
レ
ン
は
鳴
ら
さ
な
い
で
来
て
く
だ
さ
い
」

『
救
急
車
は
緊
急
車
両
で
す
の
で
、
そ
れ
は
で
き

ま
せ
ん
』「
じ
ゃ
あ
来
な
く
て
い
い
!!
ガ
チ
ャ
」（
切

断
）
こ
れ
は
１
１
９
番
通
報
時
に
実
際
に
あ
る
問

答
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

通
報
者
の
心
情
も
分
か
り
ま
す
。「
夜
中
に
救

急
車
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
ら
近
所
の
迷
惑
だ
。
心
配

か
け
て
し
ま
う
」
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る

も
の
で
す
。
し
か
し
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
近

づ
い
て
く
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
方
が
い
る

の
も
事
実
で
す
。

　

自
分
が
、
家
族
が
苦
し
が
っ
て
い
る
時
に
、
こ

の
サ
イ
レ
ン
音
は
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
心

肺
蘇
生
を
実
施
し
て
い
る
時
、
こ
の
サ
イ
レ
ン
音

が
近
づ
い
て
く
れ
ば
安
心
す
る
で
し
ょ
う
。

　

救
急
隊
は
一
刻
も
早
く
現
場
に
向
か
う
た
め
、

赤
信
号
の
交
差
点
に
進
入
し
ま
す
。
そ
れ
は
あ
な

た
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
い
ち
早
く
応
え
た
い
か
ら
…

　

緊
急
走
行
す
る
に
は
赤
色
回
転
灯
と
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
が
必
要
な
の
で
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
・
救
急
要
請
す
る
際
の
電
話
番

号
は
何
番
を
押
し
ま
す
か
？
ほ
と
ん
ど
の
人
が

「
１
１
９
番
」
と
答
え
ま
す
が
、
中
に
は
最
寄
り

の
分
署
・
分
遣
所
と
答
え
る
人
が
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
分
署
・
分
遣
所
の
方
が
場
所
が
す
ぐ

分
か
る
、
融
通
が
効
く
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

場
所
の
把
握
や
本
部
と
の
連
絡
な
ど
か
え
っ
て
出

動
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
火
災
・

救
急
要
請
は
「
１
１
９
番
」
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
一
年
間
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
年
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？
目
標
を
達
成
で
き
た
こ
と
、
や

り
残
し
た
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
師
走
の
時
期
で
あ
わ
た
だ
し
く
、
ま
た

暴
飲
暴
食
す
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
健

康
に
留
意
し
て
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
啓
）

　　　　　中越大震災から６年が経過した平成 22 年
　　　　10 月 24 日（日）、防災意識の高揚を図り、　
　安全・安心なまちづくりを目的とした十日町市総合
防災訓練が、十日町市松之山グラウンド駐車場周辺で
行われました。
　この日の訓練は「午前８時 56 分、中越地方を震源
とする震度６強の地震が発生し、松之山地域の被害が
特に大きく、随所で家屋倒壊、福祉施設の部分倒壊が
発生」という想定で行われ、自主防災会による地域住
民の避難誘導、初期消火、消防団及び関係機関による
多数傷病者応急処置、はしご車や新潟県消防防災ヘリ
コプター（はくちょう）による高所救出、倒壊家屋救
助、火災想定などの訓練が実施され、地域住民や関係
者など約３５０人が参加しました。
　
　

　避難誘導訓練に入所者と一
緒に参加した、特別養護老人
ホーム「不老閣」 事務長 井上
俊 さ ん (32 歳 ) は、「 実 際 に
災害が起きた場合、施設の職
員だけでの入所者の避難誘導
には限界があり、常日頃から
自主防災会、消防団との連携、
情報の連絡体制の重要性を感
じました」と話していました。

福
祉
施
設
入
居
者
を
施
設
職
員

消
防
団
員
で
避
難
誘
導
▼

お
客
さ
ん
か
ら
は

「
あ
り
が
と
う
。
ご
苦
労
さ
ま
、
頑
張
っ
て
ね
」

　
　
　
と
声
を
か
け
ら
れ
、

　
　
　
園
児
た
ち
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。
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消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心

　
　
　
赤
色
灯

（期間：Ｈ 22.11.9 ～Ｈ 22.11.15）


